
悪
性
リ
ン
パ
腫
（
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ

腫
、
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
）
／

慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

血
液
内
科

　

進
藤
岳
郎
先
生

ま
え
が
き

悪
性
リ
ン
パ
腫
（
M
L
）
と
慢
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
（
C
L
L
）
に
つ
い
て
、概
説
し
ま
す
。

8
ペ
ー
ジ
の
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
は
若
い
未

熟
な
リ
ン
パ
球
が
腫
瘍
化
（
が
ん
化
）
す
る
病

気
で
す
が
、
M
L
や
C
L
L
は
主
に
成
熟
リ
ン

パ
球
が
腫
瘍
化
す
る
病
気
で
す
。
M
L
も

C
L
L
も
腫
瘍
化
し
た
細
胞
が
全
身
を
め
ぐ
る

た
め
、
初
発
症
状
は
多
彩
で
、
病
気
は
全
身
の

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。（
図
１
）

悪
性
リ
ン
パ
腫
／
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病

に
つ
い
て

ヒ
ト
の
白
血
球
は
何
種
類
か
に
分
類
さ
れ
、

全
体
で
『
免
疫
』
と
い
う
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
成
し
、
外
敵
か
ら
ヒ
ト
を
守
り
ま
す
。

リ
ン
パ
球
は
そ
の
1
つ
の
種
類
で
、
ウ
ィ
ル
ス

を
や
っ
つ
け
る
と
か
、
免
疫
に
司
令
を
出
す
働

き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
リ
ン
パ
球
は
大
き
く
B

細
胞
、
T
細
胞
、
N
K
細
胞
の
3
種
類
に
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
腫
瘍
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
集
団
が
腫
瘍
化
し
て
も
、
免

疫
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
『
揺
ら
ぎ
』
を
生
じ
、

厄
介
な
感
染
症
や
合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。（
図

２
）悪

性
リ
ン
パ
腫

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
分
類
は
医
学
の
進
歩
に

伴
っ
て
数
年
毎
に
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、
現
在
少

な
く
と
も
50
種
類
以
上
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
き
く
は
ま
ず
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
非

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
に
分
け
ら
れ
、
非
ホ
ジ
キ

ン
リ
ン
パ
腫
は
さ
ら
に
B
細
胞
性
とT

/N
K

細

胞
性
に
分
け
ら
れ
ま
す
。（
図
３
）

・
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫

発
症
年
齢
に
は
、
若
い
人
と
高
齢
者
と
い
う

2
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
節
の
腫

れ
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
以

外
の
と
こ
ろ
に
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
き

く
は
古
典
的
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
結
節
性
リ

ン
パ
球
優
位
型
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
、
4
種
類
の
抗

癌
剤
を
組
み
合
わ
せ
た
A
B
V
D
療
法
が
最
近

ま
で
第
一
選
択
で
し
た
。
こ
の
治
療
法
は
今
で

も
広
く
行
わ
れ
、
と
て
も
有
効
で
す
が
、
ブ
レ

オ
マ
イ
シ
ン
で
肺
が
傷
つ
く
こ
と
が
あ
り
、
ダ

カ
ル
バ
ジ
ン
で
血
管
痛
を
生
じ
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
一
方
最
近
複
数

の
新
薬
が
承
認
さ
れ
て
、
複
数
の
新
し
い
選
択

肢
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。C

D
30

と
い
う
蛋
白

質
を
標
的
と
し
た
治
療
薬
ブ
レ
ン
ツ
キ
シ
マ
ブ

ベ
ド
チ
ン
、
ま
た
2
0
1
8
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

対
象
と
な
っ
た
ニ
ボ
ル
マ
ブ
や
ペ
ム
ブ
ロ
リ
ズ

マ
ブ
な
ど
、
が
ん
免
疫
の
力
を
使
っ
た
治
療
法

も
登
場
し
て
い
ま
す
。（
図
４
）（
次
頁
掲
載
）

・
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
以
外
の
悪
性
リ
ン
パ
腫

は
、
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
呼
ば
れ
ま
す
。

種
類
が
多
い
の
で
す
が
、
図
５
の
よ
う
に
大
き

く
分
類
さ
れ
ま
す
。
B
細
胞
性
とT

/N
K

細
胞

性
の
そ
れ
ぞ
れ
は
さ
ら
に
低
悪
性
度
、
中
悪
性

度
、
高
悪
性
度
の
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

低
悪
性
度
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
に
は
濾
胞
性
リ
ン

パ
腫
、
M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
、
慢
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
原
発
性
マ
ク
ロ

グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
は
、
医
学
的
に
は
形
質
細
胞

性
リ
ン
パ
腫
と
同
じ
病
気
で
す
。
中
悪
性
度
B

細
胞
リ
ン
パ
腫
に
は
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫
の
グ

レ
ー
ド
３
、
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
性
リ

ン
パ
腫
、
マ
ン
ト
ル
細
胞
リ
ン
パ
腫
な
ど
が
含

ま
れ
、
月
単
位
で
増
悪
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
高
悪
性
度
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
に
は
、
リ
ン

パ
芽
球
性
リ
ン
パ
腫
と
バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

低
悪
性
度
T
細
胞
リ
ン
パ
腫
に
は
菌
状
息
肉

症
や
セ
ザ
リ
ー
症
候
群
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
/
リ
ン
パ
腫
は
、
低
悪
性

進藤 岳郎 先生
プロフィール
広島県広島市出身、広島カープファン。
1997 年京都大学医学部を卒業し、神鋼病
院・市立長浜病院で研修後に京都大学大学
院で医学博士を取得。2009 年に渡米し、
フレッドハッチンソン癌研究センターでは
HLA の免疫学、マイアミ大学では MEK
阻害剤を用いた GVHD 抑制の研究に従事。
2012 年より佐賀大学医学部血液・呼吸器・
腫瘍内科助教、2016 年からは京都大学医
学部附属病院血液内科助教として、診療と
研究に携わる。HTLV-1/ATL の臨床と啓
発に注力する一方、造血幹細胞移植を始め
とした臨床現場の課題を基礎免疫学で解決
することを目指している。趣味はランニン
グと山登り、司馬遼太郎を読むこと、たま
にギター。
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度
に
分
類
さ
れ
る
も
の
と
高
悪
性
度
に
分
類
さ

れ
る
タ
イ
プ
の
２
種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
他
末
梢
血
Ｔ
細
胞
リ
ン
パ
腫
、
血
管

免
疫
芽
球
性
Ｔ
細
胞
リ
ン
パ
腫
、
未
分
化
大
細

胞
型
リ
ン
パ
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。（
図
5
）

・
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
診
断

患
者
さ
ん
を
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
診
断
す
る

と
、
我
々
は
全
身
のPET

-CT

検
査
や
骨
髄
の

検
査
を
行
い
、
病
気
の
広
が
り
が
Ⅰ
期
か
ら
Ⅳ

期
の
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
を
調
べ
ま
す
。
Ⅰ

期
は
リ
ン
パ
節
領
域
１
ヵ
所
、
Ⅱ
期
は
２
ヵ
所

以
上
、
た
だ
し
横
隔
膜
よ
り
上
も
し
く
は
下
の

み
に
限
局
し
て
い
る
場
合
で
す
。
Ⅲ
期
は
横
隔

膜
を
挟
ん
で
上
と
下
の
両
方
に
分
布
す
る
場

合
、
Ⅳ
期
は
リ
ン
パ
節
以
外
の
と
こ
ろ
、
肺
や

骨
な
ど
に
広
が
っ
て
い
る
場
合
で
す
。
そ
し
て

体
重
減
少
や
寝
汗
、
発
熱
と
い
っ
た
症
状
は
B

症
状
と
呼
び
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
B
や
Ⅲ
A
と
い
う

呼
び
方
を
し
ま
す
。（
図
６
）

次
に
重
要
な
の
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス

テ
ィ
タ
ス
（Perform

ance Status: PS

）
で

す
。
P
S
は
「
患
者
さ
ん
の
元
気
さ
を
表
す
指

標
」
で
す
。
P
S 

0
か
ら
4
ま
で
の
分
類
が

あ
り
ま
す
が
、日
常
生
活
に
何
も
制
限
が
な
く
、

仕
事
も
家
庭
で
の
活
動
も
普
通
に
で
き
て
い
る

状
態
は
P
S 

0
で
す
。
逆
に
身
の
廻
り
の
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、
元
気
が
な
く
て
ず
っ

と
ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
態
は
P
S 
4
に
相
当
し
ま
す
。
P
S
が
な

ぜ
大
事
か
と
い
う
と
、
同
じ
抗
が
ん
剤
で
治
療

を
行
っ
た
と
し
て
も
、
0
と
4
の
患
者
さ
ん
と

で
は
副
作
用
の
出
方
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

P
S 

4
の
人
で
は
重
い
副
作
用
や
合
併
症
を

生
じ
や
す
い
の
で
、
注
意
し
て
治
療
に
あ
た
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
図
７
）

初
診
時
の
治
療
方
針
決
定
に
は
予
後
因
子
も

重
要
で
す
。
年
齢
が
高
い
、
血
液
検
査
で

L
D
H
の
値
が
高
い
、病
期
が
進
行
期
で
あ
る
、

P
S
に
制
限
が
あ
る
、
リ
ン
パ
節
以
外
の
と
こ

ろ
に
病
変
が
た
く
さ
ん
あ
る
場
合
な
ど
は
、
高

リ
ス
ク
と
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
こ
の
因
子
が
陽

性
を
示
す
数
をInternational prognostic 

index

（
I
P
I
）
ス
コ
ア
と
呼
び
ま
す
が
、

こ
の
ス
コ
ア
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
予
後
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
全
部
統
合

し
て
、
副
作
用
や
合
併
症
の
リ
ス
ク
な
ど
を
は

か
り
に
か
け
た
上
で
、
治
療
法
を
決
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
図
８
）

・
治
療
法
の
概
要

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
ま
す
。
成
熟
リ
ン
パ
系

腫
瘍
の
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血

病
の
治
療
選
択
で
は
、
病
期
の
組
織
型
、
50
種

類
以
上
あ
る
中
で
ど
の
タ
イ
プ
か
と
い
う
こ
と

が
、
ま
ず
大
事
で
す
。
次
に
リ
ン
パ
腫
の
広
が

り
が
ど
う
な
の
か
を
検
査
す
る
こ
と
も
、
と
て

も
大
切
で
す
。そ
し
て
本
人
の
年
齢
や
元
気
さ
、

肝
臓
・
心
臓
・
腎
臓
の
働
き
な
ど
に
鑑
み
て
最

終
的
に
方
針
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
方
針
の
1

つ
と
し
て
、「
無
治
療
経
過
観
察
」
が
あ
り
ま

す
。
経
過
観
察
は
、
す
ぐ
に
抗
が
ん
剤
治
療
は

行
わ
ず
に
慎
重
に
様
子
を
み
る
と
い
う
も
の

で
、
あ
る
種
の
リ
ン
パ
腫
で
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
に
選
択
さ
れ
ま
す
。
悪
性
リ
ン
パ

腫
の
治
療
法
と
し
て
は
抗
が
ん
剤
治
療
が
中
心

で
す
が
、
病
気
に
よ
っ
て
は
放
射
線
照
射
だ
け

で
良
好
な
経
過
を
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
治

療
に
難
渋
す
る
場
合
に
は
、
自
家
末
梢
血
幹
細

胞
移
植
や
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
初
診
時
の
状
態
と
治
療
反
応
性

を
み
た
上
で
、
個
々
の
ケ
ー
ス
で
ど
の
方
針
が

適
切
な
の
か
を
判
断
し
ま
す
。（
図
９
）

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
治
療
の
基
本
は
化
学
療
法

で
す
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
細
胞
傷
害
性

抗
が
ん
剤
で
す
。
薬
が
リ
ン
パ
腫
細
胞
に
入
り

込
ん
で
細
胞
分
裂
を
邪
魔
し
、
そ
の
細
胞
を

や
っ
つ
け
る
治
療
法
で
す
。
歴
史
的
に
多
く
の

薬
が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
薬

は
正
常
細
胞
に
も
毒
性
を
発
揮
す
る
た
め
、
い

ろ
い
ろ
な
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
P
S

が
低
下
し
た
患
者
さ
ん
や
高
齢
の
患
者
さ
ん
の

治
療
に
は
な
じ
ま
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
で
次
世
代
の
治
療
法
が
期
待
さ
れ
、

多
く
の
新
薬
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。（
図
10
）

2
0
0
0
年
以
降
の
新
規
薬

・
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体

2
0
0
0
年
頃
に
登
場
し
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ

ル
抗
体
は
、
リ
ン
パ
腫
の
治
療
を
変
え
た
革
命

的
な
薬
で
す
。そ
の
代
表
は
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
で
、

図 4

図 5

図 6

図 7

図 8

図 9
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免
疫
の
力
で
リ
ン
パ
腫
細
胞
を
傷
害
し
ま
す
。

B
細
胞
リ
ン
パ
腫
細
胞
の
多
く
はC

D
20

と
い

う
蛋
白
質
を
持
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
抗
体
が

く
っ
つ
い
て
リ
ン
パ
腫
細
胞
を
や
っ
つ
け
る
仕

組
み
で
す
。
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
は
B
細
胞
リ
ン
パ

腫
全
般
、
特
に
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫
や
び
ま
ん
性

大
細
胞
性
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
な
ど
に
広
く
使
わ

れ
ま
す
が
、
近
年
は
オ
ビ
ヌ
ツ
ズ
マ
ブ
を
始
め

と
し
た
新
薬
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
成

人
T
細
胞
白
血
病
リ
ン
パ
腫
で
は
C
C
R
4
と

い
う
分
子
に
対
す
る
抗
体
製
剤
モ
ガ
ム
リ
ズ
マ

ブ
が
あ
り
、
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
に
は
ブ
レ
ン

ツ
キ
シ
マ
ブ
ベ
ド
チ
ン
や
ニ
ボ
ル
マ
ブ
、
ペ
ム

ブ
ロ
リ
ズ
マ
ブ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（
図
11
）

・
シ
グ
ナ
ル
阻
害
剤

最
近
登
場
し
た
新
薬
が
、
シ
グ
ナ
ル
阻
害
剤

で
す
。
例
え
ば
B
T
K
やbcl-2

と
い
う
蛋
白

質
を
介
し
た
化
学
シ
グ
ナ
ル
は
リ
ン
パ
腫
細
胞

に
と
っ
て
「
増
え
ろ
」
と
い
う
指
令
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
に
イ
ブ
ル
チ
ニ
ブ
や
、
最
近
承
認
さ

れ
た
ベ
ネ
ト
ク
ラ
ク
ス
と
い
う
薬
が
作
用
す
る

こ
と
で
、
こ
の
シ
グ
ナ
ル
を
阻
害
し
て
細
胞
が

増
え
る
こ
と
を
邪
魔
す
る
、
と
い
う
仕
組
み
で

す
。
代
表
的
な
薬
剤
と
し
て
、イ
ブ
ル
チ
ニ
ブ
、

ベ
レ
キ
シ
ブ
ル
、
ベ
ネ
ト
ク
ラ
ク
ス
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。（
図
12
）

以
上
の
3
種
類
の
、
い
わ
ゆ
る
抗
が
ん
剤
、

モ
ノ
ク
ロ
ー
ナ
ル
抗
体
、
そ
し
て
シ
グ
ナ
ル
阻

害
剤
を
、
病
気
と
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て

組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行
い
ま
す
。

・
疾
患
と
治
療
法

―
M
A
L
T
リ
ン
パ
腫

胃
や
肺
な
ど
で
発
生
す
る
リ
ン
パ
腫
の
一
部

は
、
M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
は
低
悪
性
度
リ
ン
パ
腫
に

分
類
さ
れ
、
診
断
さ
れ
て
も
経
過
観
察
と
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
放
射
線
で
治
療
し

た
り
、
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
単
剤
で
治
療
し
た
り
、

R
-C
V
P

療
法
と
い
っ
た
比
較
的
強
度
の
弱
い

抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
図

13
）

―
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫

低
悪
性
度
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
代
表
が
濾
胞

性
リ
ン
パ
腫
で
す
。
経
過
観
察
と
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
長
い
間
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
と

C
V
P
な
い
し
C
H
O
P
療
法
で
治
療
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に
ト
レ
ア
キ
シ
ン
、

2
0
2
0
年
に
レ
ブ
ラ
ミ
ド
も
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
図
14
）

進
行
期
と
診
断
さ
れ
た
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫
で

は
、
症
状
が
あ
ま
り
な
い
場
合
は
す
ぐ
に
治
療

を
開
始
し
た
か
ら
と
い
っ
て
生
存
率
が
向
上
す

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
病
気
が
あ
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
無

治
療
で
経
過
観
察
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
患
者
さ
ん
の
生
活
の
質
を
保
ち
つ
つ
、

治
療
が
必
要
な
と
き
を
見
極
め
る
方
法
で
す
。

決
し
て
我
々
が
手
を
抜
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
十
分
な
根
拠
の
あ
る
治
療
選
択
肢
で
す
。

（
図
15
）

―
マ
ン
ト
ル
細
胞
リ
ン
パ
腫

か
つ
て
低
悪
性
度
リ
ン
パ
腫
と
さ
れ
て
い
た

マ
ン
ト
ル
細
胞
リ
ン
パ
腫
は
現
在
、
や
や
悪
性

度
が
高
い
リ
ン
パ
腫
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

図 14 図 10

図 15 図 11

図 12

図 13
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2
0
1
6
年
に
イ
ム
ブ
ル
ビ
カ
が
保
険
収
載
さ

れ
て
、
こ
の
病
気
の
治
療
法
も
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。（
図
16
）

―
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン
パ
腫

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
び

ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
で
す
。
長

ら
くR-CH

O
P

（
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
＋
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
）

療
法
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
治
り
き
ら
な
い
、
再
発
す
る
ケ
ー
ス
も
全
体

の
1
/
3
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
そ
の
ケ
ー
ス
に

は
別
の
強
力
抗
癌
剤
で
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ

り
、
あ
る
い
は
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
と
い

う
大
が
か
り
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
キ
ム
リ
ア
（CA

R-T

細
胞
療
法
）
も
治
療
選
択
肢
の
1
つ
と
な
り
ま

し
た
。（
図
17
）

―
バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫

高
悪
性
度
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
中
に
、
バ
ー

キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫
が
含
ま
れ
ま
す
。M

odified-
C
O
D
O
X
-Ｍ
/IV
A
C
＋
Ｒ

、Ｒ
-H
yper-

CV
A
D

な
ど
多
数
の
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
、
強

力
な
治
療
を
行
な
う
こ
と
で
治
癒
を
目
指
し
ま

す
。
発
症
の
頻
度
は
多
く
な
い
の
で
す
が
、
悪

性
リ
ン
パ
腫
の
中
で
は
と
て
も
重
要
な
病
気
の

ひ
と
つ
で
す
。（
図
18
）

―
成
人
T
細
胞
白
血
病
リ
ン
パ
腫

主
に
生
ま
れ
た
と
き
に
母
乳
を
介
し
て

H
T
LV
-１

と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

の
一
部
が
、
60
才
な
い
し
70
才
く
ら
い
で
発
症

す
る
リ
ン
パ
腫
で
す
。
腫
瘍
細
胞
が
血
液
中
に

多
く
み
ら
れ
、
白
血
病
の
よ
う
な
病
像
を
示
す

こ
と
も
あ
る
た
め
、
成
人
T
細
胞
白
血
病
リ
ン

パ
腫
、
略
し
てA

T
L/A

T
LL

と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
九
州
や
沖
縄
に
多
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
関
東
や
関
西
で
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま

す
。
血
液
の
中
に
特
別
な
形
の
リ
ン
パ
球
が
出

現
し
て
増
え
る
、
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
る
、
血
の

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
高
く
な
っ
て
強
い
吐
き
気

を
も
よ
お
す
な
ど
の
異
常
が
み
ら
れ
ま
す
。
現

在
日
本
で
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者
（
キ
ャ
リ

ア
）は
約
80
万
人
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

A
T
L
を
発
症
す
る
の
は
こ
の
う
ち
約
5
％

で
、
逆
に
95
％
の
人
は
一
生
A
T
L
を
発
症
し

ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る

こ
と
と
白
血
病
を
発
症
す
る
こ
と
と
は
、
大
き

く
異
な
り
ま
す
。（
図
19
）

京
大
病
院
で
は
「H

T
LV
-1

キ
ャ
リ
ア
外
来
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。H

T
LV
-1

キ
ャ
リ
ア
で

あ
る
と
分
か
っ
て
、
自
分
が
白
血
病
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
悩
む
方
は
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

本
人
、
家
族
を
問
わ
ず
、
毎
週
水
曜
日
の
外
来

で
そ
う
い
う
方
々
の
よ
ろ
ず
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
ご
来
院
下
さ
い
。（
図
20
）

慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病

慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
は
、
末
梢
血
や
骨
髄

の
中
で
異
常
な
リ
ン
パ
球
が
増
え
る
病
気
で

す
。
た
だ
正
確
に
は
い
く
つ
か
の
病
気
を
ひ
っ

く
る
め
て
こ
う
呼
ぶ
た
め
、
慢
性
リ
ン
パ
性
白

血
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
自
分
が
ど
の
タ
イ
プ
に

相
当
す
る
か
、
担
当
医
に
尋
ね
て
み
て
下
さ

い
。
一
般
に
高
齢
者
に
多
く
、
無
症
状
で
発
見

さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
数
年
か

ら
10
年
以
上
の
間
に
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
進
行
す
る
と
リ
ン
パ
節
腫
脹

や
肝
脾
腫
、
貧
血
が
み
ら
れ
ま
す
。
自
己
免
疫

図 16

図 17

図 18

図 19

図 20

図 21
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や
免
疫
不
全
と
い
っ
た
『
免
疫
の
揺
ら
ぎ
』
を

来
し
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

言
え
る
治
療
戦
略
は
、
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

進
行
期
で
な
い
限
り
治
療
を
開
始
し
な
い
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
薬
の
種
類
は
こ
れ
ま
で
多
く

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
つ
い
最
近
新
薬
が
相
次

い
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ル
ダ
ラ
ビ
ン
や
リ

ツ
キ
シ
マ
ブ
と
い
っ
た
旧
来
の
薬
に
加
え
、
ト

レ
ア
キ
シ
ン
、
ア
ー
ゼ
ラ
、
イ
ム
ブ
ル
ビ
カ
、

ベ
ネ
ト
ク
ラ
ク
ス
と
い
っ
た
新
薬
が
保
険
収
載

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
薬
の
開
発
が
進
む

こ
と
で
C
L
L
の
治
療
法
が
ど
う
変
わ
る
か
、

ま
だ
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
と
医
師
と
の
間
で
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
も
っ
と
も
相
応

し
い
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
図
21
）（
前
頁
掲
載
）

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法

・
新
薬

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
疾
患
の
種
類
も
多
い
で
す

が
、
近
年
は
新
薬
の
開
発
が
と
て
も
さ
か
ん
で

す
。
未
分
化
大
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
一
部
に
対
し

て
は
、
A
L
K
阻
害
剤
ア
レ
ク
チ
ニ
ブ
が
保
険

収
載
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
末

梢
血
Ｔ
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
一
部
で
は
、
抗

C
D
30

抗
体
製
剤
ブ
レ
ン
ツ
キ
シ
マ
ブ
ベ
ド
チ

ン
の
適
応
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
述
し
ま

す
が
、
新
し
い
治
療
法
で
あ
るC

A
R
-T

療
法

も
あ
り
ま
す
。
B
T
K
阻
害
剤
で
保
険
収
載
さ

れ
た
2
剤
、
イ
ブ
ル
チ
ニ
ブ
は
慢
性
リ
ン
パ
性

白
血
病
と
マ
ン
ト
ル
細
胞
リ
ン
パ
腫
に
、
チ
ラ

ブ
ル
チ
ニ
ブ
は
中
枢
神
経
系
原
発
悪
性
リ
ン
パ

腫
と
原
発
性
マ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
に
、
そ

れ
ぞ
れ
適
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。B

cl-2

阻

害
剤
ベ
ネ
ク
レ
ク
ス
タ
は
、
最
近
慢
性
リ
ン
パ

性
白
血
病
に
対
し
て
保
険
収
載
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ナ
リ
ド
マ
イ
ド
は
以
前
か
ら
成
人
T
細
胞
白

血
病
リ
ン
パ
腫
に
使
え
ま
し
た
が
、
現
在
は
濾

胞
性
リ
ン
パ
腫
に
も
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
と
慢
性
リ

ン
パ
性
白
血
病
は
現
在
、
新
薬
の
開
発
ラ
ッ

シ
ュ
で
す
。
た
だ
全
て
が
個
々
の
ケ
ー
ス
で
使

え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
担
当
の
先
生
の

話
を
よ
く
聴
い
て
納
得
し
た
上
で
適
切
な
薬
で

治
療
を
受
け
て
下
さ
い
。（
図
22
）

・
化
学
療
法

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
に
対
す
る
化
学
療
法
の

中
心
は
、
長
ら
く
A
B
V
D
療
法
で
し
た
。
し

か
し
最
近
は
ア
ド
セ
ト
リ
ス
と
A
V
D
を
使
っ

て
、
肺
に
毒
性
を
来
す
ブ
レ
オ
マ
イ
シ
ン
を
省

略
す
る
治
療
法
も
選
択
で
き
ま
す
。
濾
胞
性
リ

ン
パ
腫
の
治
療
の
第
一
選
択
は
長
ら
く

R-CV
P

療
法
で
し
た
が
、
今
で
は
ベ
ン
ダ
ム
ス

チ
ン
を
使
っ
た
治
療
（
B
R
療
法
）
や
レ
ブ
ラ

ミ
ド
を
使
っ
た
治
療
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
治
療
選
択

肢
が
あ
り
ま
す
が
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
背
景

に
よ
っ
て
最
適
な
治
療
法
は
異
な
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
何
が
ベ
ス
ト
か
担
当
の
先
生
と
よ
く
ご

相
談
下
さ
い
。（
図
23
）

・
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移
植

抗
が
ん
剤
治
療
だ
け
で
は
治
り
に
く
い
悪
性

図 24

図 25

図 26 図 22

図 23
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リ
ン
パ
腫
に
対
し
て
、
自
家
末
梢
血
幹
細
胞
移

植
と
い
う
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
治
療
の
適
応
と
な
る
の
は
、
初
回
治

療
に
抵
抗
性
を
示
す
場
合
な
い
し
再
発
時
で

あ
っ
て
、
救
援
化
学
療
法
が
有
効
で
あ
る
場
合

で
す
。
ま
ず
化
学
療
法
後
の
末
梢
血
（
血
管
内

を
流
れ
る
血
液
）
か
ら
造
血
幹
細
胞
を
採
っ
て

き
て
、
そ
れ
を
凍
結
保
存
し
て
お
き
ま
す
。
そ

の
後
で
大
量
化
学
療
法
を
行
っ
た
後
で
凍
結
さ

れ
た
造
血
幹
細
胞
を
体
内
に
戻
し
ま
す
。
化
学

療
法
の
後
、
造
血
幹
細
胞
の
採
取
と
自
家
移
植

と
で
合
わ
せ
て
２
か
月
ほ
ど
を
要
し
ま
す
。「
移

植
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
自
分

の
細
胞
を
使
っ
た
治
療
で
す
。
致
命
的
な
合
併

症
の
リ
ス
ク
は
存
在
し
ま
す
が
、
他
人
か
ら
移

植
す
る
場
合
（
同
種
移
植
）
に
比
べ
る
と
そ
の

危
険
性
は
や
や
低
い
治
療
法
で
す
。（
図
24
）（
前

頁
掲
載
）

・
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植

こ
こ
ま
で
説
明
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
治
療

を
行
な
っ
て
も
、
ど
う
し
て
も
治
り
に
く
い
場

合
に
行
わ
れ
る
の
が
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
で

す
。
抗
が
ん
剤
治
療
で
あ
る
程
度
腫
瘍
細
胞
を

減
ら
し
て
お
き
、
移
植
の
た
め
の
前
処
置
（
通

常
の
治
療
よ
り
多
く
抗
が
ん
剤
を
投
与
）
を
行

い
、
免
疫
抑
制
剤
を
併
用
し
た
上
で
他
人
の
骨

髄
ま
た
は
末
梢
血
造
血
幹
細
胞
を
移
植（
輸
注
）

し
ま
す
。
つ
ま
り
腫
瘍
細
胞
を
前
処
置
化
学
療

法
で
減
ら
し
た
上
で
、
新
し
い
造
血
幹
細
胞
の

力
で
異
常
細
胞
を
完
全
に
な
く
す
と
い
う
治
療

法
で
す
。
他
人
か
ら
も
ら
う
細
胞
が
患
者
さ
ん

本
人
と
よ
い
相
性
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
相

性
が
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
と
き
は

G
V
H
D
と
い
う
重
篤
な
合
併
症
を
生
じ
ま

す
。
免
疫
抑
制
剤
を
使
う
た
め
、
感
染
症
で
命

を
失
う
危
険
も
あ
り
、
い
わ
ば
命
が
け
の
治
療

で
す
。よ
っ
て
こ
の
治
療
法
を
選
択
す
る
の
は
、

他
の
治
療
へ
の
反
応
性
が
不
十
分
で
あ
る
と
き

に
限
ら
れ
ま
す
。（
図
25
）（
前
頁
掲
載
）

・
キ
ム
リ
ア
・C

A
R
-T

療
法

画
期
的
な
新
規
治
療
法
と
し
て
新
聞
な
ど
で

報
道
も
さ
れ
た
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
体
か
ら
Ｔ
細
胞
と
い

う
リ
ン
パ
球
を
採
っ
て
き
て
、
そ
の
Ｔ
細
胞
を

「
リ
ン
パ
腫
細
胞
を
や
っ
つ
け
る
細
胞
」
に
作

り
替
え
、
そ
れ
を
増
や
し
ま
す
。
こ
の
作
業
に

1
ヶ
月
ぐ
ら
い
を
か
け
、
そ
の
細
胞
を
患
者
さ

ん
の
体
内
に
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ン
パ
腫

の
細
胞
を
や
っ
つ
け
て
し
ま
う
治
療
法
で
す
。

現
在
日
本
国
内
で
承
認
さ
れ
たC

A
R
-T

は
キ

ム
リ
ア
だ
け
で
す
が
、
続
々
と
同
じ
よ
う
な
治

療
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
熱
発
や

血
圧
低
下
な
ど
、
重
篤
な
状
態
に
陥
る
こ
と
も

多
く
、致
命
的
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。よ
っ

て
こ
の
治
療
法
を
選
択
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

厳
格
な
適
格
基
準
が
あ
り
ま
す
。（
図
26
）（
前

頁
掲
載
）

ま
と
め

悪
性
リ
ン
パ
腫
・
慢
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
に

は
非
常
に
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
各
々
に
よ
っ

て
行
う
治
療
・
化
学
療
法
が
異
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
適
切
な
治
療
法
を
選
択
す
る
に
は
、
病

型
診
断
と
病
変
の
広
が
り
、
全
身
状
態
の
把
握

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
近
年
は
多
く
の
分
子
標

的
薬
が
開
発
さ
れ
、
治
療
法
は
日
々
進
歩
し
て

い
ま
す
。（
図
27
）

た
い
せ
つ
な
こ
と

私
が
尊
敬
す
る
徳
永
進
先
生
の
言
葉
を
添
え

て
、
結
び
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

を
が
ん
と
診
断
し
た
と
き
、
本
人
に
「
告
げ
る

の
が
正
し
い
の
か
、
隠
す
の
が
正
し
い
の
か
」

と
い
う
「
問
い
」
に
つ
い
て
激
し
く
議
論
し
た

時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
結
局
、
こ
の
「
問

い
」そ
の
も
の
が
無
意
味
で
あ
っ
て
、「
告
げ
る
」

で
も
よ
い
、「
隠
す
」
で
も
よ
い
、
ど
ち
ら
で

も
よ
い
か
ら
、
患
者
、
医
療
者
、
家
族
の
皆
で

よ
く
悩
ん
で
考
え
て
、
一
緒
に
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
、
徳
永
先
生
は
書

か
れ
て
い
ま
す
。（
徳
永
進　
「
医
療
の
現
場
で

考
え
た
こ
と
」
よ
り
）

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
か
と

い
う
と
、
患
者
さ
ん
は
皆
、
自
分
に
と
っ
て
一

番
正
し
い
治
療
法
が
何
か
と
い
う
1
つ
の
答
え

を
求
め
た
い
と
思
い
、
そ
れ
は
ど
こ
か
に
書
い

て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
最
初
の
方
で
申
し
上
げ
た

通
り
、病
気
の
タ
イ
プ
や
患
者
さ
ん
の
元
気
さ
、

も
っ
と
言
え
ば
生
活
環
境
や
考
え
方
に
よ
っ
て

も
、
最
適
な
治
療
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

必
ず
し
も
メ
デ
ィ
ア
や
論
文
に
出
て
い
る
こ
と

が
、
皆
さ
ん
個
々
に
と
っ
て
正
し
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
主
治
医
の
先
生
に
自
分
の
思
い
や
考

え
を
伝
え
た
上
で
十
分
に
相
談
さ
れ
、
納
得
の

い
く
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
図
28
）

図 27図 28
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